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シクロシトリノールの全合成研究 

Synthetic Studies on Cyclocitrinol 
 

佐藤和都 1、谷野圭持 2（北大院総化 1、北大院理２ 

 

Cyclocitrinol（1）は 2000 年にアオカビの一種である penicillium citrinumから単離されたステ

ロイドであり、1) 神経細胞内で cAMP の生成誘発作用を示す。

歪んだ橋頭位オレフィンを含む 1 の AB 環部は通常のステロ

イドと大きく異なっており、合成化学的に興味がもたれる。

我々は、エポキシニトリルの分子内環化反応を鍵とする環構

築法を立案し、ABC環モデル化合物の合成を行った。 

アリルスルフィド 3 から調製したアリルチタン試薬  2) を、

ビシクロケトン 2に作用させて 3級ホモアリルアルコール 4を立体選択的に合成した。数工程

の変換を経てエポキシニトリル 5に導き、塩基性条件下で環化反応を行った。得られた 4環性

化合物 6 のニトリル部を酸化的にケト基へと変換し、β 脱離反応を経てエノン 7 を合成した。

最後に、酸性条件下でシクロプロパンの開裂反応を行い、1 の ABC 環モデル化合物 8 の合成

に成功した。現在、CD環セグメント 9を用いて、1の全合成を検討中である。 
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